
せとうち広
報

「人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内」を目指して 平成24（2012）年

第９１号

6

７月１日から「モー
モーバス」（瀬戸内市
デマンドバス）の実証
運行が始まります。車
両は２台で、「牛窓ら
しさを出したもので」
との思いが込められた
邑久高等学校美術部

の皆さんによるデザインの車両と「誰でも見やすいように、明るくてかわいら
しくした」牛窓中学校３年濱見志歩さんによるデザインの車両です。邑久町尾
張方面に行く場合は、消防本部（写真 : 屋内に待合所を設置）などで、路線
バスに乗り換えが必要です。詳しくは、本紙紙面をご覧ください。

Contents  目次

ご利用ください「モーモーバス」
特定健診、肝炎ウイルス検査、
前立腺がん検診を受けましょう
知っ得情報
まちの話題
生活と環境
安全通信
健康ライフ
まなびの部屋
瀬戸内発見伝
くらしの情報
みんなの広場

２
４

６
１０
１２
１３
１４
１６
１７
１８
２２

↑牛窓中学校３年濱見
志歩さんによる車両デ
ザイン

↑邑久高等学校美術部
の皆さんによる車両デ
ザイン

古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用

6
月
号
　
平
成
2
4
年
6
月
1
日
発
行

発
行
/瀬
戸
内
市
総
合
政
策
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

22-1031
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※
回
数
乗
車
券
（
３
０
０
円
×
11
回
分
で

　
３
、０
０
０
円
）
も
販
売
し
ま
す
。

　
車
内
お
よ
び
東
備
バ
ス
株
式
会
社
事
務

　
所
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
運
行
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

東
備
バ
ス
株
式
会
社

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
３
７
７

■
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

い
つ
ど
こ
を
走
る
の
か

　
利
用
予
約
に
基
づ
き
、
次
の
地
域
・
時

間
内
で
運
行
し
ま
す
。

　
時
刻
表
や
路
線
（
ル
ー
ト
）
は
、
あ
り

ま
せ
ん
。　

︻
運
行
地
域
︼

　
牛
窓
地
域
（
牛
窓
町
牛
窓
、
鹿
忍
、
千

手
、
長
浜
）、
邑
久
町
本
庄
の
一
部

※
島
し
ょ
部
は
除
き
ま
す
。

※
運
行
す
る
北
端
は
消
防
本
部
、
西
端
は 

　
牛
窓
町
千
手
地
区
で
す
。

※
邑
久
町
尾
張
方
面
（
市
民
病
院
や
Ｊ
Ｒ

　
邑
久
駅
な
ど
）、
岡
山
市
西
大
寺
方
面

　
に
行
く
場
合
は
、
路
線
バ
ス
に
乗
り
換

　
え
が
必
要
で
す
。

︻
運
行
時
間
︼

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

何
に
利
用
で
き
る
の
か

　
特
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
買
物
、
通

院
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

誰
が
利
用
で
き
る
の
か

　　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
車
椅
子
で
の
乗
車
や
ペ
ッ
ト
同
伴
で
の

　
乗
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
利
用
は
、
保
護
者
同
伴
で

　
お
願
い
し
ま
す
。

※
乗
降
に
介
助
が
必
要
な
人
は
、
介
助
者

　
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
と
は
何
が
違
う
の
か

　　
目
的
地
に
直
行
す
る
通
常
の
タ
ク
シ
ー

と
は
異
な
り
、
予
約
し
た
皆
さ
ん
と
の
乗

り
合
い
で
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
い
く
ら
か

　
１
日
３
０
０
円
で
す
。

※
当
日
の
乗
車
券
を
提
示
す
れ
ば
、
何
回

　
で
も
乗
車
で
き
ま
す
。　

ご利用くださいご利用くださいご利用ください
７月１日運行開始

牛窓支所

消防本部
市民病院

市役所本庁

ＪＲ長船駅

ＪＲ邑久駅

…瀬戸内市デマンドバス運行地域

　

市
で
は
、
モ
ー
モ
ー
バ
ス
の
無
料
試
乗

会
を
兼
ね
た
出
発
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

６
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
市
役

所
牛
窓
支
所
正
面
玄
関
前
で
行
い
ま
す
。

　

無
料
試
乗
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
試
乗
会
は
、
出
発
式
終
了
後
に
実
施
し

　

ま
す
。
時
間
は
20
分
程
度
で
、
牛
窓
支

　

所
発
着
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
者

▽
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

載
し
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
試
乗
希
望
」
と
明

記
し
た
は
が
き
を
郵
送
す
る
か
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月
20
日
（
水
）
午
後
５

　

時
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▽
定
員　

14
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
６
月
26
日
ま
で
に
当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
３
０
４

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

一
足
先
に
試
乗
し
ま
せ
ん
か

無
料
試
乗
会

　

利
用
説
明
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
利
用
登
録
票
も
配
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

①
６
月
15
日
（
金
）
午
後
７
時

　

〜
午
後
８
時
30
分　

②
６
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽
内
容

　

・
概
要
説
明

　

・
モ
ー
モ
ー
バ
ス
の
利
用
方
法

※
牛
窓
地
域
で
実
施
し
て
い
る
説
明
会
と

　

内
容
は
同
じ
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

詳
し
く
知
り
た
い
人
へ

モ
ー
モ
ー
バ
ス
利
用
説
明
会

　
予
約
し
た
到
着
時
刻
に
目
的
地
で
降
車
し
ま
す
。

※
同
日
中
に
再
度
乗
車
す
る
場
合
は
、
同
じ
乗
車

　
券
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
保
管
し
て
お
い
て

　
く
だ
さ
い
。

※
到
着
時
刻
は
天
候

　
や
交
通
状
況
に
よ

　
り
前
後
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
あ
ら
か
じ
め
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。

※
復
路
で
利
用
す
る

　
場
合
に
も
、
別
途

　
予
約
が
必
要
で
す
。

　

６
月
28
日
（
木
）
か
ら
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

利
用
す
る
日
の
１
カ
月
前
か
ら
出
発
時
刻
の
１
時
間
前

（
午
前
８
〜
９
時
の
出
発
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
前

日
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
利
用

す
る
人
の
氏
名
」「
利
用
す
る
日
」「
乗
車
場
所
と
目
的

地
」「
希
望
の
出
発
時
刻
か
到
着
時
刻
」
を
伝
え
る
と
、

受
付
担
当
者
が
、
乗
車
予
定
時
刻
を
お
伝
え
し
ま
す
。

︻
予
約
受
付
時
間
︼

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

■
予
約
先

　

東
備
バ
ス
株
式
会
社

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
３
７
７

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　
「
利
用
登
録
票
」
に
住
所
、
氏
名
な
ど
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
登
録
料
は
無
料
で
す
。

※
「
利
用
登
録
票
」
は
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
課
、
各
支
所
、
公

　
民
館
に
あ
り
ま
す
。

※
ど
の
程
度
利
用
す
る
か
わ
か

　
ら
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に

　
登
録
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

　
ま
す
。

　
乗
車
予
定
時
刻
に
乗
車
場
所
で
、
モ
ー
モ
ー
バ

ス
の
到
着
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
乗
車
し
た
ら
、
運
転
手
に
乗
車
料
金
３
０
０
円

を
払
う
か
、
乗
車
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
運
転
手
か
ら
受
付
印
を
押
印
し
た
乗
車
券
を
受

け
取
り
ま
す
。

※
予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
も
乗

　
車
場
所
に
い
な
い
場
合
は

　
予
約
取
り
消
し
と
見
な
し

　
て
、
出
発
し
ま
す
。

※
途
中
、
他
の
人
の
予
約
が
あ
る
場
合
は
、
乗
り

　
合
い
に
な
り
ま
す
。

②利用の際に、電話で予約 ①まずは事前登録をする

③予定時刻に乗車④目的地で降車

「モーモーバス」（瀬戸内市デマンドバス）の実証運行が７月１日から始まります。
車両は、ワゴン車（乗車定員９人）２台です。利用者の予約に応じて、自宅または近くの「のりば」まで車両が迎
えに行き、希望する目的地まで運行します。

　モーモーバスの利用方法
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
肝
炎
の
原
因

で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
血
液
検
査
で
調
べ
る
も
の
で
す
。

　
た
と
え
、
感
染
し
て
い
て
も
、
適
切
な

健
康
管
理
・
治
療
で
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
や

肝
が
ん
へ
悪
化
す
る
の
を
予
防
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者　

　

・
平
成
24
年
度
末
年
齢
が
40
歳
の
人

　

・
同
年
齢
が
41
〜
74
歳
の
人
で
、
今
ま
で

　
に
こ
の
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

※ 

平
成
23
年
度
か
ら
、
国
の
対
策
で
「
個

別
勧
奨
制
度
」
と
し
て
検
査
の
勧
奨
を

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

　
70
歳
に
な
る
人
で
、
今
ま
で
に
検
査
を

　
受
け
て
い
な
い
人
に
は
、
検
査
を
無
料

　
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
受
診
券
を
５

　
月
中
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間　
６
〜
８
月

▽ 

実
施
方
法　
集
団
検
査
（
市
の
特
定
健

診
と
同
時
実
施
の
み
）
ま
た
は
個
別
検

査
（
市
内
医
療
機
関
）

▽
検
査
料　

　

・
集
団
検
査　
６
０
０
円

　

・ 

個
別
検
査　
１
、１
０
０
円
（
特
定
健

診
と
同
時
実
施
）

　

・
個
別
検
査　
１
、７
０
０
円
（
単
独
実
施
）

▽
持
参
す
る
物

　

健
康
保
険
証

※
「
個
別
勧
奨
制
度
」
対
象
者
は
、
受
診

　
券
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

  

前
立
腺
が
ん
検
診

　
前
立
腺
が
ん
は
、
日
本
人
に
少
な
い
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
日
本
で
も

罹
患
者
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
の
特
徴
と
し
て
、「
50
歳

以
降
に
罹
患
す
る
場
合
が
多
く
、
加
齢
と

と
も
に
罹
患
率
が
上
が
る
」「
初
期
に
自

覚
症
状
が
無
く
、
自
分
で
の
早
期
発
見
は

困
難
」「
早
期
発
見
で
き
れ
ば
完
治
す
る

可
能
性
が
高
い
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
血
中
の
Ｐ
Ｓ
Ａ

と
い
わ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
量
を
血
液
検

  

特
定
健
診　

　　
特
定
健
診
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

人
を
対
象
に
、
年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
健

康
診
査
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
者

か
ら
「
特
定
健
診
受
診
券
」
や
「
特
定
健

診
の
お
知
ら
せ
」
と
い
っ
た
案
内
が
あ
り

ま
す
。
実
施
期
間
、
受
診
機
関
な
ど
を
確

認
し
、
期
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
診
で
は
腹
囲
測
定
、身
体
計
測
、

検
尿
、
採
血
、
血
圧
測
定
、
問
診
な
ど
を

行
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ

タ
ボ
）
や
そ
の
リ
ス
ク
を
持
つ
人
を
見
つ

け
ま
す
。

　
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
値
と
い
っ
た
検
査

値
が
「
や
や
高
め
」
の
場
合
で
も
、
そ
れ

が
複
数
あ
り
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
腹
囲

や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
値
が
高
い
）
と
重
な
る
こ
と

で
、
心
臓
病
な
ど
の
危
険
な
病
気
を
招
く

確
率
が
著
し
く
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状

態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い

い
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
け
た
後
は
、
受
診
者
に

対
し
て
健
診
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
、

健
康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
情
報

が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人

に
は
特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
指
導
を
活
用
し
て
生
活

習
慣
の
見
直
し
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　  

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　　
肝
臓
は
、
有
害
物
質
の
解
毒
や
栄
養
分

の
貯
蔵
な
ど
を
行
い
、
私
た
ち
の
身
体
を

健
康
に
保
っ
て
い
ま
す
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て
も
、

日
常
生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
治
療
せ
ず
放
置
し
て
お

く
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
慢
性
肝
炎
や

肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

特定健診、肝炎ウイルス検査、
前立腺がん検診を受けましょう

自分自身の健康のために　大切な人との生活のために

　

市
で
は
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

被
保
険
者
を
対
象
に
、
特
定
健
診
を
実

施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
５
月
中
に
受
診
券
と

詳
細
な
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※ 

今
年
度
か
ら
、
市
内
医
療
機
関
で
実
施

す
る
『
個
別
健
診
』
で
は
、
希
望
す
れ

ば
「
心
電
図
」「
貧
血
検
査
」
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
費
用
別
途
）

▽
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
31
日
（
火
）

※
公
民
館
や
地
域
の
集
会
所
な
ど
で
実

　

施
す
る
『
集
団
健
診
』
は
、
地
域
に

　

よ
っ
て
は
８
月
第
１
週
ま
で
行
い
ま
す
。

▽
持
参
す
る
物

　

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

　

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

・
健
診
受
診
料

　
（
基
本
料
金
：
集
団
健
診
１
、３
０
０
円

　

個
別
健
診
１
、６
０
０
円
）

　

・
検
尿
（
朝
一
番
の
尿
）

　

・
昨
年
の
特
定
健
診
の
結
果

　

75
歳
以
上
の
人
は
、
既
に
内
科
疾
患

で
治
療
中
の
場
合
を
除
き
、
高
血
圧
・

糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
た
「
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
」
を
受
診
で
き
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、
５
月
中
に
受
診
券
と

詳
細
な
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
31
日
（
火
）

※
公
民
館
や
地
域
の
集
会
所
な
ど
で
実

　

施
す
る
『
集
団
健
診
』
は
、
地
域
に

　

よ
っ
て
は
８
月
第
１
週
ま
で
行
い
ま
す
。

▽
持
参
す
る
物

　

・
健
康
診
査
受
診
券

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

・
健
診
受
診
料

　
（
基
本
料
金
：
集
団
健
診
６
０
０
円

　

個
別
健
診
８
０
０
円
）

　

・
検
尿
（
朝
一
番
の
尿
）

　

・
昨
年
の
健
診
の
結
果

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
国
民
健
康
保
険
制
度
︑
後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
や
そ
の
資
格
に
つ
い
て

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

・
健
診
に
つ
い
て

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

市
で
実
施
す
る
特
定
健
診

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

受
給
者
の
人
へ

査
で
調
べ
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
前
立
腺
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
毎
年
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者　

　

　
平
成
24
年
度
末
年
齢
が
40
歳
以
上
の
男
性

※
前
立
腺
が
ん
治
療
中
の
人
は
除
く
。

▽
実
施
期
間　
６
〜
８
月

▽ 

実
施
方
法　
集
団
検
診
（
市
の
特
定
健

診
と
同
時
実
施
の
み
）
ま
た
は
個
別
検

診
（
市
内
医
療
機
関
）

※
今
年
度
か
ら
、
市
内
の
医
療
機
関
で
、

　
個
別
受
診
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▽
受
診
料　
６
０
０
円

※
75
歳
以
上
の
人
は
無
料

▽
持
参
す
る
物　

健
康
保
険
証

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

市で実施した特定健診（集団健診）

年齢階級別「前立腺がん」総患者数
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生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

 

医
療
費
受
給
資
格
申
請
と
更
新
手
続
き

 

該
当
す
る
場
合
は
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　
牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　
長
船
支
所

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
０
０
１

　
裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４ 

 

切
り
替
え
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
で

は
、
６
月
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
利
用
促
進
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
て
か

ら
、
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証

さ
れ
て
い
る
薬
と
主
成
分
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
審
査
さ

れ
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
製
造
・

販
売
が
承
認
さ
れ
た
安
価
な
薬

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
現
在
処
方

さ
れ
て
い
る
新
薬
（
先
発
医
薬

品
）
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
に
切
り
替
え
た

場
合
に
薬
代
が
ど
の
く
ら
い
削

減
で
き
る
の
か
、
そ
の
一
例
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
薬
代
が
安
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康

保
険
税
の
額
を
抑
え
る
こ
と
も
期

待
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
病
気
お

よ
び
新
薬
に
対
し
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
切
り
替
え
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

通
知
書
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
で
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

と
、
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
人
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
は
、
医
師
・

薬
剤
師
と
十
分
に
相
談
し
、
納

得
し
た
上
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

額
か
ら
一
部
負
担
金
を
引
い
た

額
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
、
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
受
給
資
格
証

を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
６
月

中
旬
ご
ろ
に
更
新
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
６
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

①
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負

　

担
制
度

▽
対
象
者

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

　
を
所
持
し
て
い
る
人

　

・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
を
所
持
し

　
て
い
る
人

※ 

平
成
18
年
10
月
以
降
に
手
帳

を
新
規
取
得
し
た
人
は
、
手

帳
交
付
時
年
齢
が
65
歳
未
満

の
場
合
の
み
対
象
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
物

　

・
健
康
保
険
証
、
平
成
23
年
分

の
所
得
が
分
か
る
物
（
源
泉

徴
収
票
や
確
定
申
告
書
の
写

し
な
ど
）

※
本
人
お
よ
び
本
人
と
同
じ
健

　

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　

全
員
分
。
平
成
24
年
１
月
１

　

日
以
降
に
瀬
戸
内
市
に
転
入

　

し
た
人
は
前
住
所
地
発
行
の

　

平
成
24
年
度
所
得
課
税
証
明

　
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
印
鑑
（
認
印
）

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

　
育
手
帳

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
公

　

費
負
担
制
度

▽
対
象
者

　

・
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

　

て
い
る
配
偶
者
の
な
い
人
と

　
そ
の
児
童

　

・
父
母
の
い
な
い
児
童

　

・
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育

　
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
人

※
所
得
税
非
課
税
の
人
が
対
象

　

で
す
。
な
お
、
平
成
23
年
分

　

所
得
か
ら
、
16
歳
未
満
の
年

　

少
扶
養
控
除
と
16
〜
18
歳
の

　

特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
分

　

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

　

れ
ら
の
控
除
が
引
き
続
き
あ

　
る
も
の
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
物

　

・
健
康
保
険
証
、
平
成
23
年
分

　

の
所
得
が
分
か
る
物
（
源
泉

　

徴
収
票
や
確
定
申
告
書
の
写

　
し
な
ど
）

※
本
人
お
よ
び
本
人
と
同
じ
健

　

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　

全
員
分
。
平
成
24
年
１
月
１

　

日
以
降
に
瀬
戸
内
市
に
転
入

　

し
た
人
は
前
住
所
地
発
行
の

　

平
成
24
年
度
所
得
課
税
証
明

　
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
印
鑑
（
認
印
）

　

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
生
徒
手
帳

※
４
〜
６
月
生
ま
れ
の
高
校
２

　

年
生
の
子
ど
も
ま
た
は
高
校

　
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
現
況
届
を

も
と
に
、
所
得
制
限
に
か
か
る
か

ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。
夫
婦
の

う
ち
、
高
い
方
の
所
得
が
限
度
額

以
上
の
場
合
は
、
当
分
の
間
、
特

例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き

一
律
５
、０
０
０
円
を
支
給
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
支
給
金
額
で
す
。

▽
支
給
対
象
者

　
瀬
戸
内
市
内
に
住
所
を
有
し
、

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

▽
支
給
対
象
と
な
る
児
童

　
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
国
内
に

住
所
を
有
す
る
児
童

※
海
外
留
学
し
て
い
る
場
合
に
は

　
条
件
に
よ
り
支
給
対
象
と
な
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
現
況
届
提
出
期
限

　
６
月
30
日
（
土
）

※
窓
口
で
の
受
付
は
、
平
日
の
午

　
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

　
分
ま
で
で
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
子
育
て
支
援

　
課
に
書
類
が
到
着
し
た
日
が
提

　
出
日
と
な
り
ま
す
。

※
記
入
漏
れ
や
添
付
書
類
不
足
な

　
ど
が
あ
る
場
合
は
、
再
度
提
出

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７
　

 

独
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
よ
う

 

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
岡
山
地
方
法
務
局
お
よ
び
岡
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
25
日
（
月
）
か
ら
７
月
１
日

（
日
）
ま
で
の
７
日
間
の
全
国
一

斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
合
わ
せ
て
、
電
話
相

談
窓
口
を
増
設
し
、
時
間
延
長
を

実
施
し
ま
す
。

　
学
校
で
の
い
じ
め
、
教
職
員
に

よ
る
体
罰
、
保
護
者
に
よ
る
虐
待

な
ど
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」
を
通
じ
て
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
独
り
で
悩
ま
ず

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
相
談
は
、
法
務
局
職
員
お
よ
び

人
権
擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

▽
開
設
日
時

　

・
６
月
25
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

・
６
月
30
日
（
土
）
〜
７
月
１
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
右
記
の
強
化
週
間
以
外
も
人
権

　
相
談
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。

　

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分                 

   （
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
相
談
先

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　
︵
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︶

　
４
月
１
日
か
ら「
子
ど
も
手
当
」

が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し

た
。
支
給
要
件
、
支
給
金
額
は
平

成
23
年
10
月
か
ら
の
特
別
措
置
法

に
よ
る
「
子
ど
も
手
当
」
と
同
じ

で
す
が
、
６
月
分
の
手
当
か
ら
は

所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
３

月
31
日
ま
で
子
ど
も
手
当
の
受
給

者
だ
っ
た
人
は
、
４
月
１
日
に
自

動
的
に
児
童
手
当
受
給
者
に
切
り

替
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
受
給
者
は
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に

は
５
月
末
に
現
況
届
の
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
６
月
中
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
提
出
し
な
い
場
合
、

 

子
ど
も
手
当
が
児
童
手
当
に
変
わ
り
ま
し
た

 

６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

所得制限限度額表
扶養親族
等の人数 所得額 収入額の目安

0 人 6,220,000 円 8,333,000 円

1 人 6,600,000 円 8,756,000 円

2 人 6,980,000 円 9,178,000 円

3 人 7,360,000 円 9,600,000 円

4 人 7,740,000 円 10,021,000 円

5 人 8,120,000 円 10,421,000 円

支給金額（月額）
所得が限度額未満の場合

3 歳未満 15,000 円

3 歳以上小学校
修了前まで

第 1 子 10,000 円

第 2 子 10,000 円

第 3 子以降 15,000 円

中学生 10,000 円

所得が限度額以上の場合

一律 5,000 円

　行政からのお知らせ
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　行政からのお知らせ

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

第
５
期
介
護
保
険
料
が
決
定

基
準
額
は
６
４
、８
０
０
円
（
年
額
）

　
介
護
保
険
料
は
、
今
後
３
年
間

で
ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

ど
れ
く
ら
い
必
要
に
な
る
か
の
見

込
み
を
考
慮
し
て
３
年
ご
と
に
見

直
し
を
行
い
、
基
準
額
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
の
第
５
期

（
平
成
24
〜
26
年
度
）
で
は
、
増

大
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
に
対

応
す
る
た
め
、
第
１
号
被
保
険
者

介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
月
額

５
、４
０
０
円
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
の
財
源
は
、
保
険

料
が
50
％
、
公
費
（
税
金
）
が

50
％
で
す
。保
険
料
50
％
の
う
ち
、

29
％
は
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２
号

被
保
険
者
）
が
、
21
％
は
65
歳
以

上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）が
、

負
担
し
、
公
費
（
税
金
）
50
％
の

う
ち
、
25
％
は
国
が
、
残
り
の

12
・
５
％
ず
つ
を
県
と
市
が
負
担

す
る
し
く
み
で
す
。

　
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
保
険
料
は
必
ず
納
め

ま
し
ょ
う
。

▽
納
付
方
法

︻
普
通
徴
収
︼

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
に

は
、
４
月
に
仮
算
定
納
付
書
、
６

月
に
本
算
定
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
。
納
期
月
は
４
、６
、８
、
10
、

12
、
２
月
で
す
。

︻
特
別
徴
収
︼

　
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

は
、
保
険
料
の
年
額
を
、
年
金
の

支
払
い
月
の
年
６
回
に
分
け
て
天

引
き
す
る
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
６
月

に
本
算
定
納
付
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。
納
期
月
は
、
４
、６
、８
、

10
、
12
、
２
月
で
す
。

※
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や

　
転
入
し
て
き
た
人
な
ど
は
、
特

　
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
な

　
る
ま
で
、
６
カ
月
か
ら
１
年
程

　
度
か
か
り
ま
す
。
普
通
徴
収
に

　
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い
て

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
２
６

　

・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

介護サービス費の実績（平成 16 ～ 22 年度）
と推計（平成 23 ～ 26 年度）

瀬 戸 内 市 に
住 む 65 歳
以 上 の 人 の
人数

瀬戸内市の保険料の基準額
64,800 円（年額）

5,400 円（月額）

× ÷

基準額の算出方法

所得段階ごとの保険料計算式および保険料年額
所得
段階 対象者 保険料

計算式
保険料

（年額）

第１
段階

生活保護を受けている人および世
帯全員が住民税非課税で、老齢福
祉年金（※１）を受けている人

基準額
× 0.50 32,400 円

第２
段階

世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額（※２）と課税年
金収入額の合計が 80 万円以下の人

基準額
× 0.50 32,400 円

第３
段階

世帯全員が住民税非課税で、第２
段階以外の人

基準額
× 0.75 48,600 円

第４
段階

世帯の誰かに住民税が課税されて
いるが、本人は住民税非課税で前
年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の人

基準額
× 0.90 58,300 円

第５
段階

世帯の誰かに住民税が課税されて
いるが、本人は住民税非課税で第
４段階以外の人

基準額
× 1.00 64,800 円

第６
段階

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が 190 万円未満の人

基準額
× 1.25 81,000 円

第７
段階

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が 190 万円以上 400 万円
未満の人

基準額
× 1.50 97,200 円

第８
段階

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が 400 万円以上の人

基準額
× 1.60 103,600 円

※ 1 老齢福祉年金…明治 44 年 4 月 1 日以前に生まれた人などで、
一定の所得がない人や、他の年金を受給できない人に支給され
る年金。

※ 2 合計所得金額…「収入金額」から「必要経費の相当額」を差
し引いた額で、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前
の金額。

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　
事
業
の
提
供
に
よ
り
、
自
立
が

阻
害
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は

対
象
外
で
す
。
訪
問
調
査
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
に
記
載
し
た
以
外

に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

①
高
齢
者
等
見
守
体
制
整
備
事
業

　
高
齢
者
が
自
宅
で
事
故
や
病
気

で
動
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
発
見

が
遅
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
通
報

装
置
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
発

信
さ
れ
る
救
助
通
報
に
対
応
す
る

事
業
で
す
。
月
額
５
５
０
円
の
自

己
負
担
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者

　
病
弱
な
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

人
な
ど

②
配
食
に
よ
る
高
齢
者
等
見
守
事
業

　
健
康
状
態
の
把
握
、
孤
独
感
の

解
消
、
安
否
の
確
認
の
た
め
、
食

事
の
配
達
（
月
〜
金
曜
日
、
１
日

１
食
）
を
行
う
事
業
で
す
。
自
己

負
担
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者

　
調
理
な
ど
が
困
難
な
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
人
な
ど

③
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
介
護
用

品
（
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ト
、

使
い
捨
て
手
袋
、
お
し
り
ふ
き

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
の

購
入
費
用
の
一
部
を
支
給
す
る
事

業
で
す
。

▽
対
象
者

　
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
居
の
家
族
（
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
限
る
）

④
軽
度
生
活
援
助
事
業

　
在
宅
生
活
を
行
っ
て
い
る
高
齢

者
の
み
の
世
帯
に
対
し
て
、
食
材

の
買
い
物
支
援
（
自
立
支
援
サ
ー

ビ
ス
）
や
、
家
周
り
の
軽
微
な
手

入
れ
支
援（
生
活
環
境
サ
ー
ビ
ス
）

　
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　
牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　
裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

 

お
越
し
く
だ
さ
い

 

小
・
中
学
校
の
教
科
書
展
示
会

　　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書

の
調
査
・
研
究
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
教
科
書
と
教
科
書
の
採
択
制

度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
小
・
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る

教
科
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
６
月
15
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
を
除
く

▽
場
所

　
牛
窓
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
９
６
８

を
行
う
事
業
で
す
。
自
己
負
担
が

必
要
で
す
。

▽
対
象
者

　︻
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
︼

　
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障

が
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人

　︻
生
活
環
境
サ
ー
ビ
ス
︼

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
や
身
体
的
、
精
神
的
な
疾
患
を

理
由
に
、
自
分
で
庭
木
な
ど
の
剪

定
が
で
き
な
い
た
め
、
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
る
恐
れ
の
あ
る
人

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

上
手
に
利
用
し
て
負
担
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う

　将来受け取る老齢基礎年金を増やしたい
人のために、付加年金の制度があります。
　制度を利用できるのは、国民年金第 1 号
被保険者または任意加入者です。申請月か
ら国民年金の定額保険料（平成 24 年度：
14,980 円）に「付加保険料（月額 400 円）」
を上乗せして納付します。
　付加保険料を納付すると、老齢基礎年金
に付加年金が上乗せされます。付加年金の
年金額は 200 円×付加保険料納付月数です。
　老齢基礎年金の受給開始から２年間で、
納めた付加保険料相当分の年金を受け取る
ことができます。
　老齢基礎年金を繰り上げ受給、または繰
り下げ受給した場合、付加年金も同様に繰
り上げ・繰り下げされ、老齢基礎年金の減
額率・増額率に応じて減額・増額されます。
　制度の利用を希望する人は、年金手帳と
印鑑を持参のうえ、市役所市民課、各支所・
出張所の窓口で手続きをしてください。
※農業者年金の加入者は、付加保険料を納

めなければなりません。
※国民年金基金の加入者は、付加保険料を

納めることができません。
■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６ - ２７０ - ７９２８

付加年金をご存知ですか？

ねんきんのおはなし♪

＝

65 歳以上の
人の負担分
21％

瀬 戸 内 市 で
必 要 な 介 護
サ ー ビ ス の
総費用

( 億円）

( 年度）
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津軽三味線を演奏する蝦名さん親子（左上） ／ 雨天にもかかわらずにぎわった会場（右下）

　４月６日、ゆめトピア長船（長船町土師）で春

の交通安全県民運動の瀬戸内市出発式を開催しま

した。瀬戸内市交通安全母の会、瀬戸内交通安全

協会、瀬戸内安全運転管理者協議会、瀬戸内運行

管理者協議会から瀬戸内市交通安全対策協議会へ

手作りの交通安全グッズの贈呈が行われ、交通事

故・死亡事故ゼロを願ったドーナツとともに会場

で無料配布されました。美和小学校児童による「美

和っ子太鼓」の演奏の後、武久顕也瀬戸内市交通

安全対策協議会会長と岡山県警の嘱託犬「二葉ち

ゃん」の号令により、白バイやパトカーなど 16

台が広報活動のため出発しました。

    交通事故・死亡事故ゼロを願って交通事故・死亡事故ゼロを願って 春の交通安全県民運動瀬戸内市出発式

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

11     2012. 6

　３月 11 日、長船美しい森（長

船町磯上）で、瀬戸内市消防本部・

消防団、岡山県消防防災航空隊が

林野火災合同訓練を行いました。

　たばこの投げ捨てが原因で出

火、延焼拡大したとの想定で、消

防団員ら約 140 人、消防車両な

ど 30 台、岡山県消防防災ヘリコ

プター 1 機が参加して、地上と

空中からの消火活動など実践的な

訓練を実施し、お互いに連携を確

認しました。

    地上と空中から消火訓練地上と空中から消火訓練 瀬戸内市林野火災合同訓練

　４月 29日、大賀島寺（邑久町豊原）で権現祭

が行われました。

　豊安、仁生田、円張、邑久郷（岡山市）の4地

区の子どもたちが、日ごろから懸命に練習してき

たしゃぎりを客殿で奉納しました。

　子どもたちを乗せた各地区に伝わる箱式や船形

竜頭などの4基のだんじりは、地域の人たちに引

き綱を引かれ、境内からお旅所に到着。続いて、

最頂部に銅製の鳳凰がある六角みこしと子どもみ

こしが登場し、お旅所に向けて練り歩きました。

　また境内では、餅投げも行われ、一日中にぎや

かな声に包まれていました。

   だんじりやみこしが勇壮に練り歩きましただんじりやみこしが勇壮に練り歩きました　　　　　　　　　　大賀島権現祭　　　　　　　　　　大賀島権現祭

客殿でしゃぎりを奉納（左上） ／ 民俗文化財でもある六角みこし（右下）

啓発活動に出発する白バイやパトカーなど

　平成 23 年８月から行っていた妙興寺（長船町

福岡）の仁王像 ( 阿
あぎょう

形像 ･ 吽
うんぎょう

形像 ) の修復作業が

完了し、４月 17 日に落慶法要が行われ、参加者

らが完成を祝いました。

　修復作業は仁王像を解体して行われ、欠損部を

新調し､ 傷みが目立っていた本体の強化 ･漆本堅

地・復元彩色などにより完全修復しました。

　作業の過程で、解体した吽形像の頭部の裏側に

墨書の記録が発見され、寛永 3(1626) 年に制作さ

れ、作者は、運慶・快慶と同じ慶
け い は

派（平安時代末

期から江戸時代に活躍した仏師の一派）の仏師で

あることが分かりました。

   修復が終わり落慶法要が行われました修復が終わり落慶法要が行われました 妙興寺の仁王像妙興寺の仁王像

修復が完了した仁王像（吽形像）（左下） ／ 作者と制作年の墨書があった吽形像の頭部（右上）

    レモンを使って瀬戸内市発ブランドをＰＲレモンを使って瀬戸内市発ブランドをＰＲ 福祉☆まつりで料理の実演

　市では、瀬戸内市発ブランドとして「Setouchi 

Kirei（セトウチ キレイ）」をコンセプトに、瀬戸

内市の美しさを商品やサービスに込めて、魅力を

育み、発信する取り組みを行っています。

　３月 11 日、瀬戸内市社会福祉協議会・ボラン

ティア市民活動センターの主催で行われた「福祉

☆まつり」で、「レモンクリームパスタのおいし

い作り方」と題して、瀬戸内市地域おこし協力隊

隊長湯浅薫男氏による瀬戸内市産レモンなどの食

材を使った料理の実演を行いました。

　会場にはたくさんの人が訪れ、実演やその他の

ステージ発表などを見学する姿が見られました。ダンスなどが行われたステージ発表（左下） ／ 料理の実演をする湯浅氏（写真中央）（右上）

火点へ向けて放水する消防団員

　４月 22 日、長船町福岡の市場小路一帯で春の

備前福岡の大市が開催され、家族連れなどたくさ

んの人でにぎわいました。

　『一遍上人絵伝』にも描かれた中世福岡の市を

再現しようと始められ、今年で７年目。ずらりと

並んだテントでは、早朝に収穫された野菜、地元

の特産品、手作りの雑貨などが販売されました。

　また七小路会館前では、東日本大震災の原発事

故による放射能の影響を懸念して、埼玉県から市

内に移り住んでいる蝦
えびな

名宇
う ま

摩さんが長女蓮
れ つ

津さん

と共に津軽三味線の演奏を披露し、訪れた人を楽

しませていました。

  中世のにぎわいを再現中世のにぎわいを再現 備前福岡の大市

まちの話題.indd   10-11 2012/05/31   14:40:38
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溜
め
ま
す
な
ど
を
掃
除
し
て
流
れ

を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
雨
の
際
に
は
、
自
宅
周
辺
に

土
砂
災
害
の
原
因
と
な
る
斜
面
の

ひ
び
割
れ
、
異
常
な
音
な
ど
が
な

い
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

 

犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
を
目
指
し
て

 

推
進
・
応
援
企
業
を
募
集

　
岡
山
県
警
察
本
部
で
は
、
犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
て
、
自
治
体
、
事
業

者
、
地
域
住
民
な
ど
、
社
会
全
体

　
局
地
的
大
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
短
時
間
に
集
中
し
て
降
る
雨

は
、突
然
発
生
す
る
地
震
と
違
い
、

天
気
予
報
に
注
意
し
て
お
く
こ
と

で
、
あ
る
程
度
、
発
生
が
予
測
で

き
ま
す
。

　
１
時
間
に
20
㍉
以
上
、
ま
た
は

降
り
始
め
か
ら
１
０
０
㍉
以
上
の

降
雨
量
に
な
っ
た
ら
、
注
意
が
必

要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報

な
ど
に
十
分
注
意
し
、
洪
水
や
土

砂
災
害
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早

め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
瀬
戸
内
市
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
も
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

︻
非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
︼

　
非
常
持
ち
出
し
品
を
袋
な
ど
に

入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
普
段
か
ら
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

︻
家
の
周
り
を
確
認
︼

　
屋
根
や
窓
な
ど
を
点
検
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
早
め
に
修
理
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
雨
ど
い
、配
水
管
、

　
美
し
い
地
球
を
守
る
た
め
、
環

境
に
優
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
岡
山
県
備
前
県
民
局
、
瀬
戸
内

市
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会
、

瀬
戸
内
市
の
３
団
体
の
共
催
で
、

「
環
境
フ
ェ
ス
タ 

イ
ン 

せ
と
う

ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
環
境
に
つ
い

て
、
楽
し
く
学
べ
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
催
し
物
・
展
示

も
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
環
境
フ
ェ
ス
タ
で
使
用

す
る
電
力
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
賄
わ
れ
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
６
月
10
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
（
開
会
式
は
午
前
９
時
45
分
〜
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

　

　
下
表
の
と
お
り

※
先
着
１
０
０
人
に
リ
サ
イ
ク
ル

　
土
を
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参

　
加
し
た
人
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

で
取
り
組
む
「
犯
罪
の
起
き
に
く

い
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く

り
を
推
進
、
応
援
す
る
企
業
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
岡
山
県
内
に
事
業
所
を

　
有
す
る
企
業

▽
活
動
内
容
︵
例
︶

①
事
業
所
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

　
身
近
な
防
犯
活
動

　

・
従
業
員
や
顧
客
に
対
す
る
防
犯

　
情
報
の
伝
達

　

・｢

女
性
１
１
０
番
の
店｣

の
実
施

　

・ 

児
童･

生
徒
の
帰
宅
時
間
に
合

わ
せ
た
社
用
車
に
よ
る
「
子
ど
も

見
守
り･

な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」

②
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

　
へ
の
支
援

　

・
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
車

　
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
代
割
引
サ
ー
ビ
ス

　

・
地
域
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　
へ
の
活
動
用
資
機
材
の
提
供

※
岡
山
県
警
察
本
部
で
は
、
参
加

　
企
業
の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る

　
と
と
も
に
、
活
動
が
優
良
な
事

　
業
所
に
対
し
て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
警
察
署

　
岡
山
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０

日
ご
ろ
か
ら
の
対
策
を
万
全
に

大
雨
へ
の
備
え
に
つ
い
て

消
防
安
全
情
報

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う
！

環
境
フ
ェ
ス
タ 
イ
ン 
せ
と
う
ち

街頭での犯罪を防止しよう

　岡山県内の犯罪は、平成に入って急増して
いましたが、平成 15 年以降、「街頭犯罪等抑
止総合対策」を強力に推進した結果、昨年ま
で９年連続して減少しています。
　しかし、一昨年夏頃から、犯罪発生の下げ
止まりの傾向が顕著となっているほか、子ど
もや女性を狙った性犯罪などの前兆事案、高
齢者を狙ったひったくり、振り込め詐欺など、
身近に不安を感じる犯罪も後を絶ちません。
　このため警察では、犯罪多発時間帯・場所
に対するパトロール活動を強化することはも
とより、地域の安全・安心に役立つ情報を積
極的に発信することとしています。
　しかし、犯罪を未然に防ぐためには、皆さ
ん一人一人が「自分たちの安全は、自分たち
で守る」という意識を持ち、身近なことから
自主防犯活動に取り組むことが何よりも重要
です。自宅や自転車への鍵かけ、近所の声掛
けやあいさつ、子どもの見守りなど、できる
ことから取り組み、活動の輪を広げていきま
しょう。

■問い合わせ先
　瀬戸内警察署
　岡山県警察本部生活安全企画課
　☎０８６ - ２ ３４ - ０１１０

催し物・展示名 内容 時間、定員、料金など
湯浅薫男シェフの「アロス」 スペイン風炊き込みごはんの提供 午前 11 時～、限定 200 食（先着順）、1 食 100 円（※）
エコカレー 地元産の野菜などを使ったカレーの提供 午前 10 時～、限定 300 食（先着順）、1 食 100 円（※）
コーヒー（紅茶）とマドレーヌ

手作りおやつの提供
午前 10 時～、限定 200 食（先着順）、1 食 100 円（※）

牛乳もち 午前 10 時～、限定 300 食（先着順）、無料

野菜や花の苗の販売 牛窓で採れた新鮮な野菜や花の苗の販売 午前 10 時～午後 2 時

電気自動車の試乗体験 2 種類の電気自動車の試乗体験 午前 10 時～午後 2 時

環境学習車 手動発電機などで環境について学ぼう 午前 10 時～午後 2 時

かぶとむしを育てよう！ かぶとむしの幼虫をプレゼント 午前 10 時～、限定 50 人（先着順）

海にすむ生き物 瀬戸内海に生息する魚の展示 午前 10 時～午後 2 時

緑のカーテン ゴーヤの苗をプレゼント 午前 10 時～、限定 200 人（先着順）

資源ごみ回収 古紙と古布の回収。廃油石けんをプレゼント 午前 10 時～午後 2 時

生ごみ処理機展示 コンポストなどで使用できるボカシをプレゼント 午前 10 時～午後 2 時、限定 200 人（先着順）

ノーレジ袋デー啓発 マイバッグをプレゼント 午前 10 時～午後 2 時

もってぇねんジャーショー エコ戦隊「もってぇねんジャー」が登場 ①午前 10 時 30 分～、②正午～（上演時間約 20 分）

くるくるバザー 子ども服や新品の贈答品のバザー 午前 10 時～、品物がなくなり次第終了

手作り体験・紙すき体験 コースター、マイバッグ、はがきの製作体験 午前 10 時～午後 2 時

環境学習人形劇 ごみでいっぱいの「鬼が島」を舞台にした人形劇 ①午前 10 時 10 分～、②午前 11 時 30 分～、③午後１時 20 分～（上演時間約 10 分）

環境カルタ 環境保護を題材にしたカルタ遊び ①午前 11 時５分～、②午前 11 時 45 分～、③午後１時～、④午後１時 35 分～
※茶碗（ボウル）、スプーン、コップを持参した場合は無料です。

ごみ減量速報
　平成 24 年 4 月における市民１人１日
あたりのごみ排出量は 729㌘で、基準値
782㌘からの減量率は 6.8％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 182㌘です。
　これは、バナナの皮約
３ 本 分（ １ 本 分 約 60 ㌘）
に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

毎
月
10
日
は
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

　

　
岡
山
県
で
は
、
家
庭
ご
み
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
、
毎
月
10
日

を
「
岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋

デ
ー
」
と
定
め
、
買
い
物
の
際

に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
「
マ
イ

バ
ッ
ク
持
参
」
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

を
き
っ
か
け
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
や

風
呂
敷
を
使
い
、
自
分
で
で
き
る

ち
ょ
っ
と
し
た
エ
コ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
０
６



　
私
た
ち
が
他
人
と
会
話
を
す
る

と
き
、
相
手
の
目
と
口
元
に
意
識

を
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
、
特
殊

な
カ
メ
ラ
で
目
線
を
追
う
と
わ
か

り
ま
す
。

　
あ
る
民
間
企
業
が
昨
年
行
っ
た

「
人
と
の
距
離
感
覚
に
関
す
る
意

識
調
査
」
で
、「
人
と
の
距
離
が

近
づ
い
た
と
き
、
相
手
の
気
に
な

る
こ
と
や
不
快
に
感
じ
る
こ
と
を

答
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、男
女
共
に
第
１
位
で
、

８
割
以
上
が
回
答
し
て
い
る
の
が

「
口
臭
」
で
し
た
。

　
口
の
臭
い
の
原
因
で
、
も
っ
と

も
疑
わ
れ
る
の
が
口
腔
内
の
細
菌

が
発
生
さ
せ
る
口
臭
ガ
ス
で
す
。

フ
ロ
ス
か
死
か

　
「
フ
ロ
ス
」
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？　
フ
ロ
ス
は
、「
糸
よ
う
じ
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
歯
と
歯
の
間

要
な
い
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
、

「
い
い
え
」
で
す
。

　
フ
ロ
ス
は
食
べ
か
す
を
取
る
だ

け
の
つ
ま
よ
う
じ
と
は
違
い
ま

す
。
フ
ロ
ス
の
本
来
の
目
的
は
ね

ば
ね
ば
し
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
を
落

と
す
こ
と
で
す
。
プ
ラ
ー
ク
は
目

に
見
え
な
い
小
さ
い
口
腔
内
細
菌

の
集
団
で
す
。

　
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
は
１
本
の
糸

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
百
本
も
の

細
い
ナ
イ
ロ
ン
の
糸
を
よ
り
合
わ

せ
て
、
歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
茎

の
間
の
プ
ラ
ー
ク
を
か
ら
め
て
か

き
出
し
や
す
い
よ
う
に
作
っ
て
あ

アスパラの入った焼きつくね

ふんわりとしたつくねに入っ
た旬のアスパラガスの少し歯
ごたえのある食感がおいしさ
アップの秘密です。
冷めてもおいしいので、弁当
の主菜にも喜ばれると思いま
す。
青じそやみょうがを入れると
大人の味になりますよ。

小野田正美さん（22 年会）です

アスパラガスは今が旬です。天ぷらやお浸し、炒め
物に使ってもおいしいです。
時間がたつと硬くなり苦味が出てくるので、切り口
の水々しい新鮮なものを選びます。また、穂先がピ
ンとしてしっかり締まっているものがおいしいで
す。
すぐに使わない場合は硬めにゆでて冷凍保存し、
凍ったまま加熱して使いましょう。

●アスパラガス（４本）
●豚ひき肉（200g）
●ネギ（２本）
●おろししょうが（小さじ１）
●しょうゆ（小さじ２）

●卵（1/2 個）
●かたくり粉（大さじ１）
●ごま油（小さじ２）
●酒（適宜）　　　　　

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

ド
が
出
て
く
る
な
ど
、「
歯
が
健

康
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
肥

満
で
は
な
い
」「
喫
煙
は
し
な
い
」

と
同
様
に
自
己
管
理
が
で
き
る
と

い
う
一
種
の
ス
テ
イ
タ
ス
で
あ
る

よ
う
で
す
。

　
フ
ロ
ス
の
使
用
は
、
虫
歯
や
歯

周
病
予
防
先
進
国
の
欧
米
で
は
、

歯
ブ
ラ
シ
の
使
用
と
同
じ
よ
う
に

定
着
し
て
い
る
生
活
習
慣
で
す
。

　
日
本
で
フ
ロ
ス
を
使
っ
た
こ
と

が
あ
る
人
は
20
％
未
満
で
、
毎
日

使
っ
て
い
る
人
は
わ
ず
か
数
％
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
は
フ
ロ

ス
使
用
率
が
60
％
以
上
と
い
わ

れ
、
家
庭
で
は
子
ど
も
の
こ
ろ
に

親
か
ら
使
い
方
を
教
わ
り
、
学
校

で
も
歯
み
が
き
指
導
で
フ
ロ
ス
の

指
導
を
す
る
そ
う
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
抱
擁
や
接
吻
が

日
常
的
で
あ
る
た
め
自
分
の
口
臭

や
体
臭
に
敏
感
で
あ
っ
た
り
、
日

本
の
よ
う
な
医
療
保
険
が
な
く
歯

科
治
療
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
病
院
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
病
気
の
予
防
に
非

常
に
関
心
が
高
い
と
い
う
部
分
は

あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
比
べ
る

と
、
虫
歯
の
発
生
率
は
日
本
の
方

が
高
い
で
す
。
食
生
活
や
行
政
の

取
り
組
み
も
違
う
た
め
一
概
に
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
フ
ロ
ス
が
歯
と

歯
の
間
の
虫
歯
を
防
ぐ
こ
と
に
一

役
買
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
と
い

え
ま
す
。

　
笑
顔
の
相
手
の
歯
と
歯
の
間
に

食
べ
か
す
が
つ
ま
っ
て
い
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
？　
目
を
背
け
た
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て

こ
の
食
べ
か
す
が
虫
歯
菌
や
歯
周

病
菌
の
餌
に
な
り
、
口
臭
の
原
因

と
な
る
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
の
で
す
。

フ
ロ
ス
の
効
用　

　
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
か
す
が
つ

ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
フ
ロ
ス
は
必

◆作り方
①アスパラガスは根元を切り落として下のほうの皮
　をむき、３つに切る。
②ねぎは小口切りにする。
③ボールに豚ひき肉、ネギ、おろししょうが、しょ
　うゆ、卵、かたくり粉を入れ、粘りがでるまでよ
　く混ぜる。
④ 12 等分に丸め、アスパラガスを中央に刺して形
　を整える。
⑤フライパンでごま油を熱し、④を転がしながら焼
　く。表面に焼き色がついたら、酒を加えてふたを
　し、蒸し焼きにする。
⑥火が通ったらふたを開け、キッチンペーパーで余
　分な脂をふきとる。Ａを加えて味をからめる。

きれいな口を作ろう
 フロスの活用

の
プ
ラ
ー
ク
（
歯し

こ
う垢

。
口
腔
内
の

細
菌
の
塊
）
を
磨
き
取
る
、
糸
状

の
口
腔
内
の
清
掃
用
具
の
一
つ
で

す
。
薬
局
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
10
年
に
、
米
国
歯
周
病
学

会
で
「
歯
周
病
が
循
環
器
疾
患
や

糖
尿
病
お
よ
び
低
体
重
児
出
産

の
大
き
な
危
険
因
子
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け
て
マ
ス
コ
ミ
が
「
フ

ロ
ス
か
死
か
」
と
い
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
口
の
中
を
き
ち
ん
と
フ
ロ
ス

（
歯
み
が
き
）
し
ま
す
か
、
そ
れ

と
も
死
に
ま
す
か
？
』
と
い
う
一

見
極
端
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で

す
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
大
げ

さ
で
は
な
く
、
口
の
中
は
暖
か
く

湿
っ
て
い
て
栄
養
が
い
っ
ぱ
い
、

細
菌
た
ち
の
温
床
な
の
で
す
。

　
口
の
中
に
も
良
い
細
菌
と
悪
い

細
菌
が
い
て
、
口
の
中
を
清
掃
し

な
い
と
悪
い
細
菌（
病
原
性
細
菌
）

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。

外
国
で
は

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
有
名
な
映
画

に
フ
ロ
ス
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー

り
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
歯
間
部
の

プ
ラ
ー
ク
は
58
％
し
か
取
れ
ま
せ

ん
が
、
フ
ロ
ス
を
使
う
こ
と
で

86
％
ま
で
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
間
ブ

ラ
シ
よ
り
も
さ
ら
に
奥
に
あ
る
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
プ
ラ
ー
ク
を

除
去
で
き
ま
す
。

　
フ
ロ
ス
に
は
糸
を
張
っ
た
ホ
ル

ダ
ー
型
の
も
の
と
、
30
〜
40
㌢
に

切
っ
て
指
に
巻
き
つ
け
て
使
う
糸

巻
き
型
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ホルダー型フロス

◆材料（４人分）

Ａ
●しょうゆ（大さじ２）
●酒（大さじ２）

●みりん（大さじ２）
●砂糖（小さじ２）

　
初
め
て
使
う
人
に
は
ホ
ル
ダ
ー

型
の
方
が
使
い
や
す
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
慣
れ
て
く
る

と
糸
巻
き
タ
イ
プ
の
ほ
う
が
さ
ら

に
細
か
く
プ
ラ
ー
ク
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
こ
ち
ら
に
だ
ん

だ
ん
移
行
し
て
い
く
の
が
お
勧
め

で
す
。

　
乳
幼
児
は
、
乳
歯
が
数
本
生
え

て
き
た
ら
、
歯
ブ
ラ
シ
で
仕
上
げ

磨
き
を
す
る
と
き
に
フ
ロ
ス
も
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
家
族
全
員
で
フ
ロ
ス
を

す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
虫
歯
や
歯
周
病
で
歯
を
治
療
し

て
い
る
人
や
、
歯
を
失
っ
た
人
も

遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
あ
る
限

り
、
歯
ブ
ラ
シ
・
フ
ロ
ス
で
、
歯

周
病
の
あ
る
人
は
歯
間
ブ
ラ
シ
で

虫
歯
、
歯
周
病
、
口
臭
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

　
歯
の
間
に
詰
ま
っ
た
食
べ
か
す

を
と
る
た
め
に
、
つ
ま
よ
う
じ
の

代
わ
り
に
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ

を
持
ち
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
つ
る
つ
る
の
歯
、
さ
わ
や
か
な

息
で
、
笑
顔
に
自
信
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

糸巻き型フロス

瀬戸内市歯科医師会による口腔内清掃指導
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▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　
国
定
忠
治
さ
ん

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
年
間
登

　
録
料
）

▽
定
員　
45
人

※
６
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

　

　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

 

カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
６
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
、
カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま

巻
の
八
十
九

　
独
特
の
青
み
の
勝
っ
た
緑
の
葉

を
持
つ
オ
リ
ー
ブ
は
、
牛
窓
オ

リ
ー
ブ
園
は
も
ち
ろ
ん
、
街
路
樹

や
庭
木
と
し
て
市
内
各
所
に
植
え

ら
れ
て
地
域
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
オ
リ
ー
ブ
の
木
は
、「
木

そ
の
も
の
が
さ
わ
や
か
な
地
中
海

を
連
想
さ
せ
、『
日
本
の
エ
ー
ゲ

海
』
を
広
く
国
内
に
印
象
付
け
て

い
る
。
ま
た
、
市
の
温
暖
な
気
候

と
太
陽
い
っ
ぱ
い
の
明
る
い
様
子

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
」
と
い
う
理

由
で
市
木
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
本
格
的
に
オ
リ
ー
ブ
が

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
、

農
商
務
省
が
三
重
、
香
川
、
鹿
児

島
の
３
県
を
指
定
し
、
翌
年
ア
メ

リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
苗
木
で
試
作

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

中
で
香
川
県
小
豆
島
だ
け
が
栽
培

に
成
功
し
、
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

服
部
和
一
郎
と
オ
リ
ー
ブ

　
牛
窓
に
居
を
構
え
、
岡
山
有
数

の
商
家
で
あ
っ
た
服
部
家
の
当

主
服
部
和
一
郎
（
１
８
９
４
〜

１
９
８
９
年
、
瀬
戸
内
市
名
誉
市

民
）
は
、
昭
和
16
（
１
９
４
１
）

年
１
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
帰
り
の
友
人

と
共
に
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培

を
視
察
し
、
ま
だ
国
内
栽
培
が
少

な
く
、
食
料
と
し
て
も
燃
料
と
し

て
も
利
用
で
き
る
オ
リ
ー
ブ
に
将

来
性
を
感
じ
ま
し
た
。
同
年
、
香

川
県
農
事
試
験
場
の
指
導
を
受

け
、
小
豆
島
か
ら
オ
リ
ー
ブ
の
苗

木
や
挿
木
の
提
供
を
受
け
な
が
ら

試
作
を
行
い
ま
し
た
。

　
試
作
で
は
、
苗
木
は
「
深
植
の

為
に
成
績
不
良
」
で
あ
っ
た
が
、

挿
木
は
「
活
着
良
好
に
し
て
大
部

分
の
発
芽
を
見
る
」こ
と
に
な
り
、

和
一
郎
は
ま
す
ま
す
栽
培
に
自
信

と
興
味
を
得
ま
し
た
。

　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

　
オ
リ
ー
ブ
の
試
作
を
成
功
さ
せ

た
和
一
郎
は
、
昭
和
17
年
４
月
、

所
有
す
る
土
地
30
㌃
を
開
墾
し
、

小
豆
島
の
試
験
場
か
ら
購
入
し
た

オ
リ
ー
ブ
の
３
年
生
の
苗
木
35
本

を
移
植
し
て
オ
リ
ー
ブ
園
を
開
園

し
ま
し
た
。

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　6 月 29 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

　
今
月
は
、「
つ
き
み
草
」と「
ど
っ

こ
い
は
な
ま
る
」
に
よ
る
人
形
劇

と
腹
話
術
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
６
月
２
日
（
土
）
午
後

　
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　

邑
久
郷
土
資
料
館

▽
演
目

　

・
人
形
劇
「
ク
ワ
ン　
ク
ワ
ン
」

　

・「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」
の
腹
話
術

▽
観
劇
料　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

生
ご
み
で
堆
肥
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

土
の
う

袋
を
使
っ
て
手
軽
に
で
き
る
「
カ
ド
タ
式
」
の
堆
肥

づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。
注
意
点
や
手
順
が
写
真
で

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
っ
た
堆
肥

で
、
今
度
は
花
や
植
物
を
育
て
た
く
な
る
１
冊
で
す
。

新
カ
ド
タ
式　

家
庭
の
生
ご
み
で
簡
単
土
づ
く
り

門
田
幸
代
⁝
著　

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

「美しい」ってなんだろう？美術のすすめ
森村泰昌…著　イースト・プレス

 

受
講
生
募
集

 

文
学
講
座
「
お
く
の
細
道
」

　
毎
年
好
評
の
文
学
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
本
年
度
は
、「
お
く
の

細
道
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
「
お
く
の
細
道
」
は
、
元
禄
時
代

に
活
躍
し
た
俳
人
松
尾
芭
蕉
に
よ

る
紀
行
文
集
で
す
。

　
芭
蕉
の
旅
は
、
江
戸
を
出
発
し

て
東
北
・
北
陸
を
巡
り
、
再
び
江

戸
に
戻
る
ま
で
の
約
２
、４
０
０

㌔
、
日
数
に
し
て
約
１
５
０
日
に

わ
た
る
も
の
で
し
た
。

　
「
お
く
の
細
道
」
を
学
び
、
芭

蕉
が
た
ど
っ
た
旅
路
に
思
い
を
は

せ
る
と
と
も
に
、
一
行
が
詠
ん
だ

俳
句
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
６
月
７
日
、
14
日
、
21

　
日
、
28
日
、
７
月
５
日
（
い
ず

　
れ
も
木
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

※
全
５
回
の
講
座
で
す
。

す
。ご
は
ん
は
、屋
外
で
薪
を
使
っ

て
、
飯
ご
う
で
炊
き
ま
す
。　

　
楽
し
く
カ
レ
ー
を
作
っ
て
、
お

い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
６
月
９
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　
長
船
町
公
民
館

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
定
員　
50
人

▽
持
ち
物　
米
１
０
０
㌘
、
タ
オ
ル
、

　
帽
子
、
あ
れ
ば
具
材
と
な
る
野
菜

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

長
船
町
公
民
館

 

人
形
劇
と
腹
話
術

 

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
定
期
公
演

　
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
糸
あ
や
つ

り
人
形
劇
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
人
形
劇
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
毎
月
定
期
公
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

昭
和
17
年
に
開
園

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

｢美術家｣ として活動する作者が、絵を鑑賞するコツを伝授
してくれます。それは、解説文や世の中の評価は忘れ、｢頭
のなかをまっしろにすること｣。他にも作者流の美術の楽し
み方や、「美術館で笑ったら怒られますか？」といった読者
の質問に答えるページもあります。

「クワン　クワン」の一場面

さ
を
避
け
る
た
め
牛
窓
に
滞
在
し

て
い
た
井
伏
鱒
二
も
岡
山
の
親
戚

か
ら
聞
き
、
心
配
に
な
っ
て
牛
窓

の
友
人
に
電
話
し
た
こ
と
を
『
備

前
牛
窓
』の
中
で
記
し
て
い
ま
す
。

景
勝
地
と
し
て

　
オ
リ
ー
ブ
園
は
、
生
産
地
と
し

て
だ
け
で

は
な
く
、

オ
リ
ー
ブ

越
し
に
国

立
公
園
の

多
島
美
を

眺
め
る
こ

と
が
で
き

る
景
勝
地

オリーブ園を開園した
服部和一郎氏

　
開
墾
地
は
、「
大
小
の
石
極
め

て
多
く
開
墾
当
時
は
掘
り
出
せ
し

石
に
て
土
が
見
え
ざ
り
し
状
態
」

で
あ
り
、
そ
の
開
墾
は
予
想
外
の

困
難
な
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
開
墾
地
は
、
保
安
林
で
し
た

が
、
県
か
ら
事
前
に
仮
解
除
を
受

け
て
開
墾
し
、
後
に
解
除
を
得
て

い
ま
す
。「
将
来
ニ
亘
リ
極
メ
テ

重
要
ナ
ル
「
オ
リ
ー
ブ
樹
」
ノ
適

地
」
と
し
て
岡
山
県
の
協
力
が
あ

り
、
戦
時
中
の
食
糧
増
産
な
ど
の

国
策
に
も
合
致
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
園
の
山
火
事

　

異
常
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ

れ
、
各
地
で
山
火
事
が
相
次
い
で

い
た
昭
和
50
年
３
月
31
日
正
午
ご

ろ
、
オ
リ
ー
ブ
園
が
あ
る
山
裾
か

ら
出
火
。
火
は
西
風
に
あ
お
ら
れ

て
山
頂
一
帯
に
燃
え
広
が
り
、
山

頂
付
近
に
あ
っ
た
別
荘
４
戸
が
全

焼
し
、
オ
リ
ー
ブ
園
も
被
害
を
受

け
、
山
全
体
が
黒
一
色
の
無
残
な

姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
山
火
事
の
事
は
、
前
年
の

暮
れ
か
ら
同
年
２
月
ま
で
冬
の
寒

と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
著
名
人

も
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
は
、
５
月
下
旬
か
ら

６
月
上
旬
に
は
白
い
小
さ
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
初
夏
の
明
る
い
瀬

戸
内
の
陽
光
に
誘
わ
れ
て
訪
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
。

︻
参
考
文
献
︼

『
牛
窓
町
史
資
料
編
Ⅲ
』
牛
窓
町

オリーブ園から望む瀬戸内海の多島美
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を
探
り
ま
す
。

▽
期
間　
５
月
18
日
（
金
）
〜
７

　
月
１
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
６
月
４
日
を
除
く

　
毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　
ま
で
）

▽
観
覧
料　

　
一
般
４
０
０
円
（
６
０
０
円
）、

　
団
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65

　
歳
以
上
３
０
０
円
（
５
０
０
円
）、

　

中
学
生
以
下
無
料

※
（　
）
は
金
澤
翔
子
展
会
期
中

　
６
月
１
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）

　
の
観
覧
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

︻
内
外
近
代
洋
画
巨
匠
展
︼

　
内
外
近
代
洋
画
巨
匠
展
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
近
代
洋
画
界

に
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
、
コ

ロ
ー
、
ル
オ
ー
な
ど
の
西
洋
巨
匠

か
ら
、
安
井
曾
太
郎
、
梅
原
龍
三

郎
な
ど
の
国
内
巨
匠
ま
で
、
名
だ

た
る
巨
匠
の
作
品
を
展
示
・
紹
介

し
ま
す
。
巨
匠
の
競
演
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

︻
20
世
紀
西
洋
巨
匠
版
画
展
︼

　
19
世
紀
の
印
象
派
以
降
、
さ
ま

ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
20

世
紀
前
半
に
は
多
く
の
主
義
主
張

が
現
れ
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
使
っ
た
作

品
も
出
現
し
、
現
代
美
術
に
も
大

き
な
影
響
を
残
し
ま
し
た
。

　

20
世
紀
西
洋
巨
匠
版
画
展
で

は
、
ピ
カ
ソ
の
代
表
作
「
貧
し
き

食
事
」
な
ど
、
象
徴
的
な
作
家
の

版
画
作
品
を
展
示
し
、
そ
の
原
点

館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
瀬
戸
内
市

立
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

　
６
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
10
日

（
火
）（
当
日
消
印
有
効
）

▽
展
示
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽ 

展
示
期
間　
７
月
25
日
（
水
）

〜
９
月
９
日
（
日
）

※
月
曜
日
を
除
く
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　

〒
７
０
１-

４
３
９
２

　

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
４
９
１
１

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

　

~museum/

 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
特
別
展

 

龍
の
系
譜

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

くらしの情報

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

　

gesui/index.html

 

移
転
に
伴
い
臨
時
休
館
し
ま
す

 

瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ

　

　
ゆ
に
っ
と
瀬
戸
内
が
運
営
し
、

市
民
同
士
の
交
流
、
情
報
交
換
、

会
議
な
ど
の
場
所
と
し
て
利
用
で

き
る
瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ザ
は
、
移
転
に
伴
い
６
月
16
日

（
土
）
以
降
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

移
転
先
や
開
館
日
時
は
、
決

ま
り
次
第
、
本
紙
な
ど
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ

　

☎
０
８
６
９-

２
４-

１
６
６
６

 

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
人
へ

 

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
重
度

の
障
害
の
あ
る
人
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
生
活
介
護
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
入
浴

 

作
品
を
募
集
し
ま
す

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
公
募
展

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
公

募
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
回
は
「
刀
剣
の
里　
備
前
長

船
」
に
ち
な
み
、
伝
統
的
工
芸
美

術
品
で
あ
る
日
本
刀
ま
た
は
日
本

刀
に
関
係
し
た
モ
ノ
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
画
、
イ
ラ
ス
ト
や
造
形
物

を
プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
広
く
一
般

か
ら
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
作
品
は
、
審
査
の
後
、
美

術
館
で
展
示
公
開
し
ま
す
。

▽
公
募
テ
ー
マ　
日
本
刀
と
日
本

　
刀
に
関
係
し
た
モ
ノ

▽
応
募
作
品　

　

・
未
使
用
未
発
表
の
も
の
。

※
他
で
応
募
し
て
い
て
も
受
賞
歴

　
が
な
け
れ
ば
応
募
で
き
ま
す
。

　

・
作
品
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
サ
イ

　
ズ
以
上
Ｂ
２
サ
イ
ズ
以
下
。

※ 

手
書
き
、
Ｃ
Ｇ
、
版
画
、
立
体

物
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
。

▽ 

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
作
品
（
立
体

物
は
、
撮
影
し
た
写
真
）
と
と

も
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
要
項
・
用
紙
は
瀬
戸
内
市

立
美
術
館
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

内
外
近
代
洋
画
巨
匠
展
な
ど

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、「
内

外
近
代
洋
画
巨
匠
展
」
と
「
20
世

紀
西
洋
巨
匠
版
画
展
」
を
同
時
に

開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
６
月
１
日
か
ら
10
日
に
か

け
て
美
術
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平

清
盛
」
の
題
字
の
揮き
ご
う毫
で
も
話
題

に
な
っ
た
女
流
書
家
金
澤
翔
子
氏

辰
年
に
ち
な
み
、
龍
が
彫
り
こ
ま

れ
、
描
か
れ
た
日
本
刀
、
鐔
、
各

種
小
道
具
、
武
具
な
ど
１
２
７
点

を
一
堂
に
展
覧
す
る
特
別
展
「
龍

の
系
譜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
古
来
か
ら
、
龍
は
武
器
・
武
具

に
刻
さ
れ
る
画
題
と
し
て
人
気
が

高
く
、
武
神
の
化
身
と
し
て
目
に

見
え
る
敵
だ
け
で
な
く
、
目
に
見

え
な
い
魔
を
も
降
伏
さ
せ
、
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
を
祈
念

し
て
刻
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
た
龍
を

通
し
て
日
本
刀
文
化
に
触
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
６
月
17
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　
ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

市
内
で
は
、
せ
と
う
ち
旭
川

荘
（
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜

４
９
８
２-
１
）
に
リ
フ
ト
付
き

の
浴
槽
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
福
祉
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
人
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３ 

■
浴
槽
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　
せ
と
う
ち
旭
川
荘

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
６
０
６

　
円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　
金
で
す
。

▽
図
録
販
売　
限
定
５
０
０
部

　
（
２
、０
０
０
円
、
税
込
み
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

 

指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

 

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

　

宅
地
内
の
排
水
設
備
工
事
を

行
う
に
は
、
市
か
ら
指
定
工
事

店
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
新
た
に
指
定
を
受
け

る
こ
と
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

６
月
１
日
（
金
）
以
降
に
、
下
水

道
業
務
課
で
申
請
書
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
指
定
期
日　
９
月
１
日
（
土
）

▽
手
数
料　
１
万
円

▽
申
請
期
限　
７
月
２
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

下
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

金澤翔子「飛翔」

せとうち旭川荘のリフト付き浴槽

▽
入
館
料

大
人
５
０
０（
４
０
０
）

龍図透鐔　銘　越前住記内作

６月 22 日は「らい予防法による
被害者の名誉回復及び追悼の日」

　ハンセン病は、「らい菌」という極めて
病原性の弱い細菌による感染症です。感
染しても、発病することは極めてまれで
す。また、発病しても適切な治療で障害
を残すことなく治ります。
　しかし、ハンセン病患者を強制的に療
養所に入所させるという国の誤った隔離
政策のために、長い間ハンセン病は恐ろ
しい病気と誤解され、患者とその家族は、
偏見や差別を受けてきました。
　市内には長島愛生園と邑久光明園の２
つの療養所があります。
　入所している人は、ハンセン病は治癒
していますが、既に高齢であったり、後
遺症としての障害があったり、いまだに
社会に偏見や差別が根強く残っているな
どの理由で、療養所を出て地域で生活す
ることが難しい状況にあります。
　この日を機会に私たち一人一人が、ハ
ンセン病問題について正しく理解し、こ
れまで長く続いてきた偏見や差別をなく
していきましょう。
■問い合わせ先
　人権啓発室
　☎０８６９ - ２２ - ３９２２

コロー「パリ遠望（セーブルより）」
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健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 6 月 19 日（火） 平成 24 年    1 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 6 月 20 日（水） 平成 23 年    9 月生

1 歳６カ月児健診 6 月 13 日（水） 平成 22 年 11 月生
2 歳児健診 6 月 14 日（木） 平成 22 年    2 月生

3 歳児健診 6 月 27 日（水） 平成 20 年 12 月生

子どもの健診
■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

▽ 場　　所　ゆめトピア長船　

▽ 受付時間　午後 1 時 15 ～ 45 分

      　　2012　June
6

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

5/27 5/28 5/29 5/30 5/31  1  
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
　ゆめトピア長船
　牛窓町公民館

2 

3 4  5 6
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

7
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

8  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9

10
体協　歩こう会　
　玉比咩神社コース
　8：29 邑久駅発赤穂線

11 
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12 13
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

14 15 16

17 18 19 20 
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

21  
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

22
③なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

23

24 
体協　第８回瀬戸内市陸
上競技記録会
　8：00 ～（受付）
　神崎山公園陸上競技場

25 
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

26
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船

27
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

28  
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

29   
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

30   
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６月納期の市税・保険料
市県民税【１期】（全期前納）　
国民健康保険税【２期】　介護保険料【２期】
※納付期限は７月２日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽ 日時　６月 13 日（水）　午前 11 時～

▽ 場所　瀬戸内市民病院

▽ テーマ　「知っておきたい歯科の知識」

▽ 講師　小林清司氏（小林歯科医院　歯科医師）

▽ 定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽ 参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽ 申込期間　６月１日（金）～ 12 日（火）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９ - ２２ - １２３４

あじさい講座

　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を図る
ことを目的に下記のとおりあじさい講座を開催します。

▽ 日時　６月 16 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽ 場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽ テーマ　「介護保険制度について」

▽ 講師　出井都恵氏（在宅介護支援センターあじさい）　

▽ 参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９ - ３４ - ６３６６

県内一斉多重債務者相談ウィーク
「無料法律相談会」

　岡山県では、岡山弁護士会、岡山県司法書士会の協力を得て、
「平成 24 年度県内一斉多重債務者相談ウィーク」として無料

法律相談会を開催します。
　クレジット、サラ金などの借金（多重債務）問題は、法律の
専門家の手助けがあれば解決できる問題です。深刻な状況に追
い込まれる前に、一刻も早く解決策を検討することが何よりも
大切ですので、独りで悩むことなく、どうか勇気を出してご相
談ください。事前予約は不要です。

▽ 日時　６月 25 日（月）午前 10 時～午後３時

▽ 場所　備前県民局（岡山市北区弓之町６ - １）
■問い合わせ先
　岡山県くらし安全安心課　☎０８６ - ２２６ - ７３４６

相続遺言・登記・成年後見等相談

　岡山県司法書士会では、司法書士による「相続・登記・成年
後見等相談会」を行います。

▽ 日時　７月 14 日（土）午後１～４時

▽ 場所　中央公民館

▽ 相談料　無料（予約不要）
■問い合わせ先
　岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター
　☎０８６ - ２２６ - ０４７０

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でも OK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
※①～⑩の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士】
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００

各 種 相 談

人の動き《平成 24 年 5 月 1 日現在》

人口 ３９，１８７人 （＋３１）
男 １８，７０１人  （＋１２）
女 ２０，４８６人 （＋１９）

世帯 　１４，８３０世帯 （＋３３）



投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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わが家の宝１歳です！

投稿をお待ち

①１歳のお子さん
氏名、生年月

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city
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牛窓のまちを案内しませんか
牛窓町観光ボランティア活動チーム員を募集

　万葉の昔より潮待ちの港として栄えてきた牛窓には、牛窓海遊文
化館（朝鮮通信使資料館）・本蓮寺・街角ミュゼ牛窓文化館などた
くさんの観光資源がありますが、今や過疎化の波の中に埋没しつつ
あります。
　牛窓町観光ボランティア活動チームは、愛するこのレトロな歴史
のある古里を少しでも盛り上げるため、微力ながらしおまち唐琴通
りなどを案内する活動を続けています。
　また前島をのんびり散策する「前島ウォーク」や地域の歴史、文化、
ご当地グルメなどの魅力ある地域資源を生かしたまち歩き事業「ま
ちぷら備前岡山」ツアーなど備前県民局や瀬戸内市観光協会などと
協力して事業を実施しています。
　その他観光地や史跡の訪問、交流会、勉強会なども行っています。
　牛窓の歴史や観光に関心が
ある人は、一緒に活動してみ
ませんか。お気軽にご連絡く
ださい。
■問い合わせ先
　瀬戸内きらり館
　☎０８６９-３４ - ５２５０　

瀬戸内写真館

題名　静円寺
撮影場所　邑久町本庄
撮影日時　平成 23 年 4 月
撮影者　
瀬戸内市フォトプロジェク
ト（SPP）　島隆諦さん

瀬戸内写真館

木下木下智智
ともとも

裕裕
ひろひろ

ちゃんちゃん
お住まいお住まい　牛窓町牛窓　牛窓町牛窓
ひとこと ひとこと 
いつも笑顔いっぱいの智裕が
大好き大好き┏姉弟仲良く元気に育
ってね！！

（父 洋治さん・母 美樹さん）

がが
育育

））

房房波波
はは

琉琉
るる

ちゃんちゃん
お住まいお住まい　牛窓町　牛窓町鹿忍
ひとことひとこと
１歳おめでとう１歳おめでとう┏波琉波琉のにこにのにこに
こ笑顔にいつも癒やされていまこ笑顔にいつも癒やされていま
すす┏いっぱい食べていっぱい大き
くなあれ！！

（父 隼斗さん・母 里香さん）（父 隼斗さん・母 里香さん）

Tomohiro
平成22年 6月 18日生まれ

Airi
 平成 22年 9月 9日生まれ

益田益田愛愛
あいあい

理理
りり

ちゃんちゃん
お住まいお住まい　長船町　長船町服部
ひとこと　ひとこと　
いつも元気でやんちゃな愛理ちいつも元気でやんちゃな愛理ち
ゃんゃん┏家族みんな愛理ちゃんが大
好きだよ。お兄ちゃんたちと仲。お兄ちゃんたちと仲
良くね良くね┏

（父 知幸さん・母 美春さん）（父 知幸さん・母 美春さん）

Haru
 平成 23年 4月 10日生まれ

市民ギャラリー
▼山本敏子さん

本蓮寺本蓮寺

しおまち唐琴通りしおまち唐琴通り

街角ミュゼ牛窓文化館街角ミュゼ牛窓文化館 牛窓海遊文化館牛窓海遊文化館瀬戸内写真館
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